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（1）対象地域 

  上小国川流域（福島県伊達市霊山町） 

 

（2）重要な図表 

 
図 8：林内雨量とセシウム 137 濃度の関係(A)，林内雨量とセシウム 137 移行量の関係(B)，樹冠流量と

セシウム 137 濃度の関係(C)，樹冠流量とセシウム 137 移行量の関係(D) 

 林内雨量および樹冠流量と，セシウム 137 の移行量（フラックス）との間に弱い正の相関が見られ，

降雨量の増加にともなうフラックスの増加が示唆されている。 

 

 

  



文献 ID：11-15-003 

 

表 1 林内雨，樹冠流，落葉と各落葉成分の年間量と経路別セシウム 137 移行量推定値 

 

林内雨，樹冠流，落葉（リター）およびリター構成物毎の年間量および，それぞれの経路毎のセシウム

137 移行量（フラックス）について，３つの異なる流域における観測結果が示されている。移行量は林

内雨および落葉による経路が大きいことがわかる。また，落葉によるセシウム 137 移行量はスギ人工林

で針広混交林よりも大きく，樹冠流による移行量は針広混交林の方がスギ人工林よりも多い。 

 

 

2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 

（2）流出挙動・経路 

 

（3）除染の際の留意点 

 

（4）担当者のコメント 

 ３つの異なる森林において，森林内のセシウム 137 の移行経路として，落葉，樹冠流，林内雨を分け，

それぞれを調査・評価した報告であり，表で得られた結果は森林内の移行や対策を考える上で参考にな

ると考えられる。 


